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表 3-3 再循環水出口ノズル（N1）の一次一般膜応力の計算過程 

 

手順 耐震性についての計算書（設計・建設規格を適用） 強度計算書（昭和 55 年告示を適用） 

(1) Ｓｍ値等の算出 設計・建設規格の付録材料図表に記載された値を比例法に

より直線補間し，その値の小数第 2 位を切り捨てし小数第

1位にする。 

Sm値  

     

Su値  

   

告示の別表に記載された値を比例法により直線補間し，そ

の値の小数第 3位を切捨てし小数第 2位にする。 

 

Sm値  

         

Su値  

         

(2) 表 3-1「許容応

力評価条件」に

おけるＳｍ値等の

表示 

(1)の値の小数第 1位を切り捨てし整数位として表示する。 

 

Sm値  

Su値  

(1)の値を SI 単位に換算した値の小数第 1位を切り捨てし

整数位として表示する。 

Sm値  

Su値  

(3) 各運転状態の許

容応力の算出 

(1)の値を基に各運転状態の許容値を算出する。 

【許容応力状態ⅣAS】=MIN［2.4×Ｓｍ，2/3×Ｓｕ］ 

 

 

 

(1)の値を基に各運転状態の許容値を算出する。 

【運転状態Ⅴ】=MIN［2.4×Ｓｍ，2/3×Ｓｕ］ 

        

        

        

(4) 表 3-2「応力強

さの評価のまと

め」における許

容応力の表示 

(3)の値の小数第 1位を切り捨てし整数位として表示する。 

【許容応力状態ⅣAS】 

(3)の値を SI 単位に換算した値の小数第 1位を切り捨てし

整数位として表示する。 

【運転状態Ⅴ】 

比

較

値 

(2)の値を用いて

(3)及び(4)の計

算を実施した場

合の許容応力 

 

 

 

 

 

               

枠
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